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１．主要渋滞箇所のモニタリングについて

○毎年、秋の速度データを用いて主要渋滞箇所のモニタリングを行ったうえで、特定解除フローに基づき、主要渋
滞箇所の特定解除の可否を検討している。

■主要渋滞箇所の特定解除フロー

（※2）
１.交差方向の車線数
（例：4車線道路と2車線道路が
交差）
2.道路の規格
（例：直轄国道と市道が交差）
3.青時間の配分
等により、より主要と判断され
る道路を主道路と設定

（※1）
主要渋滞箇所の選定条件をもとに、旅行速度のモニタリング条件を定める。

（※3）
ETC2.0プローブデータを使用して
推定。なお他の流入部と比較して
極端に交通量の少ない場合や、
主要渋滞箇所台帳にて速度モニタ
リングを行っていない等により許
容される流入部は除く。
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○R7年秋頃までに、県内各地で道路供用（栗東水口道路、山手幹線（大津能登川長浜線）、米原バイパス）や道
路拡幅（湖西道路、小松拡幅）が控えており、交通環境が大きく変化することが想定される。

〇更に、R7年秋に、県内各地で国民スポーツ大会（国スポ）・全国障害者スポーツ大会（障スポ）が開催予定であ
ることから、交通環境が変化することが想定される。

○上記より、R7年秋のモニタリング結果は参考値として活用することとし、R8年秋以降に、改めて最新の速度デ
ータを整理し、主要渋滞箇所の特定解除を検討する方針とする。

１．主要渋滞箇所のモニタリングについて
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●第79回国民スポーツ大会
R7.9.28（日）～10.8（水）

●第24回全国障害者スポーツ大会
R7.10.25（土）～10.27（月）

●栗東水口道路Ⅰ・山手幹線
（大津南部エリア、南部甲賀エリア）

●米原バイパス
(湖北エリア)

●湖西道路
（湖西エリア）

●小松拡幅
(高島エリア)

■R7年秋ころまでに供用予定の道路事業 ■国スポ・障スポ（R7年秋開催）

※出典：滋賀国道事務所HP
※出典：国スポ・障スポ2025HP

8/23開通

8/8暫定4車線化

9/23開通予定

秋頃開通予定

至三重

至京都


